
開会の辞

講演

第12回 岐阜 PCP フォーラム
薬剤師の立場からPalliativeCareを考える

日時 令和6年 10月 25日 【金】 19:00～20:40

会場 じゅうろくプラザ 5階 「中会議室」
岐阜市橋本町1丁目10番地11
TEL.058-262-0150

登録 https://zoom.us/webinar/register/WN_fxHYqsjlQWyDusmEn5WH7g

共催：協和キリン株式会社/岐阜PCPフォーラム 後援：岐阜県病院薬剤師会

岐阜大学医学部附属病院 薬剤部 石原 正志 先生

＊日本緩和医療薬学会「緩和薬物療法認定薬剤師」の認定単位 1単位予定 → 必ず裏面の google form で事前申し込みください。
＊参加ご希望の方は表面のURL,二次元コードにて、10月15日（金）までにお申し込みください。
＊本セミナー視聴状況は先生を担当する弊社MRにフィードバックされ、情報提供やサービスのお知らせのために活用させていただく場合がございます。
＊本セミナーで取得したご施設名・ご芳名・E-mailアドレスは弊社による医薬品および医学・薬学に関する情報提供並びに参加者に関する確認のた
めに利用させていただくことがございます。また、当該情報は、弊社から共催の岐阜PCPフォーラムに開示させていただきます。あらかじめご了承ください。
＊視聴環境を満たしていても、端末によっては視聴ができない場合がございますのでご了承ください。
＊自家用車でのご来場の際のトラブルに、当社は責任を負いません。

『災害支援を通して、災害時の緩和について考えたこと』

19:10～19:40

総合司会 中部国際医療センター 薬剤部 宮本 義浩 先生

特別講演

『災害時における疼痛治療継続の難しさ
～東日本大震災の経験から～』

19:40～20:40

気仙薬剤師会 保険薬局部会

部会長 金野 良則 先生

高山赤十字病院 薬剤部 井上 昇 先生

岐阜県総合医療センター 薬剤部 臼井 哲宏 先生

『被災地の現実と緩和医療を継続するための備え 』

ハイブリッドセミナー



日本緩和医療薬学会
「緩和薬物療法認定薬剤師」の認定単位

を希望される方へ

下記のリンクもしくは二次元コードから

必ず事前登録をお願いいたします
*表面の登録だけでは認定単位申し込みは完了しません

＊情報は、岐阜PCPフォーラム事務局が適切に管理致します

二次元コード

岐阜PCPフォーラム
事務局 連絡先
0584-31-3341（大垣市民病院 薬剤部 鈴木）

【代表世話人】
岐阜大学医学部附属病院 石原 正志
【世話人】 順不同
大垣市民病院（事務局） 鈴木 宣雄
岐阜大学医学部附属病院 星野 良
岐阜市民病院 牧野 哲平
愛知学院大学 渡邊 法男
岐阜県総合医療センター 臼井 哲宏
朝日大学病院 古田 知子
県立多治見病院 兼松 友紀
東海中央病院 辻 若子
患者サポート薬剤師事務所 隅田 美紀
中部国際医療センター 宮本 義浩
高山赤十字病院 井上 昇
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